
3キロを優秀な成績で走り終えた2名の選手と
宇都宮徳一郎会長ほかを囲んで……

浅草の「いけす道楽」で都日中
の役員と昼食会

横堀克己先生

◆
２
月
講
座

　
習
近
平
体
制
と

　
　
　
尖
閣
の
問
題

工
学
院
大
学
孔
子
学
院
と
の
共
同
講
座

中
国
問
題
を
読
み
解
く

北
京
の
中
学
生
・
大
学
生
が
青
梅
路
を
快
走
!!

日
中
平
和
友
好
条
約
締
結
三
十
五
周
年
、
交
流
の
第
一
陣

上
＝
（
T
F
A
）
長
拳
隊
の
太
極
拳
「
カ
ン
フ
ー
」　
下
左
＝
大

田
区
役
所
く
す
の
き
連
の
「
阿
波
踊
り
」　
下
右
＝
会
場
風
景

宮 下 好 美

（9） 日　 本　 と　 中　 国 東京版 （2013年） 3月25日

　
今
年
で
2
回
目
と
な
る
東

京
都
日
中
友
好
協
会
の
「
春

節
を
祝
う
会
」
は
、
2
月
24

日（
日
）午
後
1
時
30
分
文
化

服
装
学
院
新
都
心
キ
ャ
ン
パ

ス
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　
宇
都
宮
徳
一
郎
会
長
の
挨

拶
、
来
賓
を
代
表
し
て
中
国

大
使
館
友
好
交
流
部
の
王
麟

三
等
書
記
官
が
祝
辞
を
述
べ

た
。
大
沼
聡
文
化
服
装
学
院

学
院
長
の
乾
杯
の
発
声
の
後

で
、
高
楽
さ
ん
が
新
年
を
祝

う
歌
「
好
日
子
」
を
高
ら
か

に
歌
い
上
げ
、
祝
う
会
は
賑

や
か
に
始
ま
っ
た
。
　

　
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
の
T
F

A
長
拳
隊
の
子
供
た
ち
に
よ

る
獅
子
舞
と
カ
ン
フ
ー
は
、

昨
年
同
様
、
会
場
内
「
可
愛

い
ー
ッ
」
の
歓
声
が
響
き
わ

た
り
、
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍

手
に
包
ま
れ
た
。

　
続
い
て
の
大
田
区
役
所
く

す
の
き
連
に
よ
る
「
阿
波
踊

り
」
は
、
そ
の
迫
力
あ
る
踊

り
と
鳴
り
物
に
圧
倒
さ
れ
、

近
く
で
初
め
て
見
る
本
場
仕

込
み
の
「
踊
る
阿
呆
」
達
に

会
場
は
酔
い
し
れ
て
い
た
。

ま
た
大
田
区
中
国
語
教
室
で

覚
え
た
中
国
語
で
の
お
礼
の

挨
拶
に
は
、
踊
り
に
も
勝
る

拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　
中
盤
、
料
理
を
楽
し
み
な

が
ら
の
歓
談
中
に
は
、
来
場

者
へ
曹
小
冬
・
陳
瑾
両
司
会

者
が
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を

　
北
京
市
対
友
協
は
、
第
47

回
青
梅
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
、

9
年
連
続
と
な
る
「
北
京
市

民
青
梅
マ
ラ
ソ
ン
訪
日
団
」

を
派
遣
し
た
。
東
京
都
日
中

友
好
協
会
と
し
て
は
、
昨
年

12
月
に
取
り
交
わ
し
た
交
流

覚
書
に
掲
げ
た
項
目
に
よ
る

最
初
の
お
客
様
で
あ
る
。

　
2
月
15
日
到
着
の
夜
、
青

梅
市
総
合
体
育
館
「
ガ
ン
バ

ガ
ン
バ
」
で
竹
内
俊
夫
市
長

も
出
席
し
て
、
青
梅
市
日
中

友
好
協
会
の
歓
迎
交
流
会
が

開
か
れ
た
。
吉
川
副
会
長
の

歓
迎
の
言
葉
を
受
け
て
、
団

長
の
盧
燕
寧
北
京
市
対
友
協

科
長
が
「
青
梅
マ
ラ
ソ
ン
に

参
加
し
、
両
都
市
の
市
民
交

流
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た

い
」
と
挨
拶
。
紹
介
さ
れ
た

選
手
た
ち
が
元
気
よ
く
日
本

語
で
挨
拶
す
る
と
会
場
は
拍

手
と
笑
い
に
包
ま
れ
た
。

　
17
日
当
日
、宇
都
宮
会
長
、

渡
辺
文
化
交
流
委
員
長
夫

妻
、
西
島
常
務
理
事
等
も
応

援
に
駆
け
つ
け
て
沿
道
で
見

守
る
中
、
選
手
た
ち
は
青
梅

路
を
「
景
色
も
良
く
気
持
良

く
走
れ
た
」
と
快
走
。

　
成
績
は
、
男
子
3
キ
ロ
の

部
で
和
振
翔
選
手
（
中
三
、

10
分
21
秒
で
8
位
／
4
2
5

人
中
）
張
銘
萱
選
手
（
中

三
、
10
分
59
秒
で
23
位
）
男

子
30
キ
ロ
の
部
で
は
張
碩
選

手
（
北
京
工
業
大
学
生
、
2

時
間
14
分
54
秒
・
4
3
3
位

／
1
3
1
0
0
人
中
）と
各

選
手
頑
張
っ
た
甲
斐
が
あ
っ

て
、
い
ず
れ
も
好
成
績
を
挙

げ
た
。
和
選
手
の
入
賞
が
発

表
さ
れ
る
と
会
場
か
ら
ど
よ

め
き
が
あ
が
り
、
そ
の
健
闘

に
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　
翌
18
日
は
、
午
前
中
に
横

浜
中
華
街
を
散
策
し
た
あ

と
、
浅
草
の
い
け
す
道
楽
で

片
岡
理
事
長
ら
都
日
中
役
員

10
人
が
迎
え
て
の
昼
食
会
。

そ
の
あ
と
、
丸
山
副
理
事
長

の
案
内
で
浅
草
寺
、
仲
見
世

と
ア
メ
横
で
の
買
物
を
楽
し

ん
だ
。

執
行
体
制
と
政
治
路
線
に
つ

い
て
お
話
が
あ
り
、
ま
た
尖

閣（
中
国
名
＝
釣
魚
島
）の
問

題
に
つ
い
て
の
経
過
と
日
中

双
方
の
考
え
方
の
解
説
が
あ

り
ま
し
た
。

　
安
倍
首
相
の
親
書
を
携
え

た
公
明
党
の
山
口
代
表
と
の

会
見
で
、
中
国
も
日
本
と
の

関
係
を
重
要
視
し
て
お
り
、

日
本
と
の
和
解
を
望
ん
で
い

る
と
の
こ
と
。
お
話
を
聞
い

た
感
想
と
し
て
は
、
日
本
も

急
に
こ
れ
ま
で
の
関
係
を
壊

す
こ
と
な
く
、
相
互
に
相
手

の
立
場
を
受
け
入
れ
て
、
少

し
ず
つ
動
い
て
お
互
い
に
仲

良
く
受
け
入
れ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
し
た
。（
川
本
淳
子
）

　
2
月
20
日
孔
子
学
院
と
の

共
同
講
座
で
、
横
堀
先
生
の

「
習
近
平
体
制
発
足
と
日
中

関
係
」
を
受
講
し
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
中
国
の
こ
と

を
大
ま
か
で
は
あ
り
ま
す
が

理
解
で
き
て
、
面
白
く
か
つ

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
今
回

は
、
一
八
回
党
大
会
で
ス
タ

ー
ト
し
た
習
近
平
総
書
記
の

に
札
を
取
っ
た
人
に
は
拍
手

が
送
ら
れ
、
そ
の
素
晴
ら
し

さ
を
讃
え
あ
う
場
面
が
あ
ち

こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
第
二
部
交
流
会
の
最
後
に

は
、
金
佩
華
講
師
の
ご
指
導

に
よ
り
全
員
で
王
安
石
の

『
元
日
』
を
中
国
語
で
朗
誦

し
ま
し
た
。
ご
支
援
ご
協
力

く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
ご
参
加

く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

　〈
参
加
者
の
声
〉
敷
居
が

高
い
か
と
思
っ
た
が
誰
で
も

楽
し
く
参
加
で
き
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。

催
）
の
団
体
戦
優
勝
チ
ー
ム

「
葛
飾
区
立
高
砂
中
学
校
・

日
本
語
学
級
チ
ー
ム
」
を
は

じ
め
、
第
30
回
全
日
本
中
国

語
ス
ピ
ー
チ
大
会
で
優
秀
な

成
績
を
収
め
た
方
た
ち
の

「
ス
ピ
コ
ン
チ
ー
ム
」、
更

に
後
楽
寮
中
国
人
留
学
生
の

皆
さ
ん
、
佐
賀
県
、
滋
賀
県

か
ら
の
ご
参
加
も
頂
き
、
よ

り
広
範
な
参
加
者
と
な
り
ま

し
た
。

　
各
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
読
み

あ
げ
の
声
を
聞
い
た
と
た
ん

　
去
る
1
月
27
日
、
東
京
都

日
中
主
催
の
「
漢
詩
か
る
た

交
流
会
」（
会
場
＝
渋
谷
区

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
氷
川
）
は
、

70
余
名
の
参
加
者
を
得
て
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
三
度
目
の
開
催

で
、　
葛
飾
区
日
中
主
催

奏
で
な
が
ら
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ

れ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
会
場

は
笑
い
に
包
ま
れ
て
い
た
。

今
回
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
、
日
本
太
極
柔
力

球
協
会
の
皆
さ
ん
の
元
気
あ

ふ
れ
る
演
武
が
披
露
さ
れ
喝

采
を
あ
び
て
い
た
。
東
京
中

国
歌
舞
団
に
よ
る
二
胡
演

奏
、
陽
二
蓮
さ
ん
の
歌
「
い

つ
で
も
夢
を
」
で
は
遠
く
故

郷
を
想
っ
て
か
静
か
に
聞
き

入
っ
て
い
た
。

　
終
盤
、
虹
の
会
大
海
グ
ル

ー
プ
（
日
中
友
好
残
留
孤
児

虹
の
会
）
に
よ
る
中
国
民
族

踊
り「
タ
イ
族
舞
」「
島
の
ブ

ル
ー
ス
」に
続
き
、ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
南
英
姫
に
よ
る
「
草
原

情
歌
」
そ
し
て
「
海
は
ふ
る

さ
と
」
を
全
員
で
歌
っ
た
。

　
最
後
に
、
渡
辺
道
代
文
化

交
流
委
員
長
は
「
十
日
の
春

節
か
ら
幾
日
も
経
っ
た
小
正

月
で
の
祝
う
会
と
な
っ
た
が

三
百
人
を
超
え
る
方
々
が
お

越
し
い
た
だ
い
た
。
交
流
は

友
好
の
基
盤
」
と
述
べ
閉
会

の
挨
拶
と
し
た
。

　
3
時
30
分
、
来
年
の
再
会

を
楽
し
み
に
「
祝
う
会
」
は

終
了
し
た
。

2013 春節を祝う会 紐帯 /絆を確かめ合い
在日華僑・華人の仲間と一堂に会し盛り上がる

「
漢
詩

か
る
た

大
会
」

（
二
〇

一
二
年

九
月
開

•
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千
代
田
区
日
中
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東
京
都
北
区
日
中
友
好
協

会
恒
例
の
春
節
餃
子
パ
ー

テ
ィ
ー
が
去
る
2
月
3
日
に

王
子
小
学
校
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　
今
年
は
口
コ
ミ
で
参
加
者

も
増
え
、
中
国
人
1
5
0

人
、
日
本
人
90
人
の
合
わ
せ

て
2
4
0
人
が
参
加
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
家
庭
科
室
で

餃
子
の
皮
作
り
と
具
の
仕
込

み
作
業
を
開
始
、
中
国
人
参

加
者
が
日
本
人
参
加
者
に
手

ほ
ど
き
し
な
が
ら
、
和
気
あ

い
あ
い
の
雰
囲
気
だ
っ
た
。

　
正
午
に
開
会
。
北
区
日
中

の
花
川
與
惣
太
会
長
（
北
区

　
恒
例
の
練
馬
区
同
歩
会

（
中
国
帰
国
者
･
家
族
と
と

も
に
歩
む
練
馬
の
会
）
の

「
二
〇
一
三
年
春
節
の
集

い
」
が
二
月
二
十
四
日
午
後

一
時
か
ら
練
馬
区
勤
労
福
祉

会
館
集
会
室
で
一
二
〇
名
の

参
会
者
が
会
場
を
埋
め
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

　
田
中
造
雅
・
志
村
正
博
両

氏
の
司
会
で
、
平
井
恒
男
同

歩
会
会
長
の
挨
拶
に
つ
づ

き
、
来
賓
の
「
東
京
都
日
中

長
）
よ
り
新
年
の
挨
拶
、
来

賓
を
代
表
し
て
国
土
交
通
省

の
太
田
昭
宏
大
臣
、
衆
議
院

の
青
木
愛
議
員
、
中
国
大
使

館
友
好
交
流
部
の
王
麟
三
等

書
記
官
が
祝
辞
を
述
べ
、
王

子
小
の
山
本
英
一
校
長
の
歓

迎
の
挨
拶
の
後
、
東
京
都
日

中
の
坂
田
和
子
副
理
事
長
の

乾
杯
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
各
テ
ー
ブ
ル
に
は
熱
々
の

水
餃
子
の
他
、
お
寿
司
、
鶏

の
唐
揚
げ
、
焼
き
そ
ば
、
油

条
が
並
び
、
初
め
て
参
加
し

た
中
国
人
留
学
生
達
は
故
郷

を
思
い
つ
つ
楽
し
そ
う
に
杯

を
傾
け
て
い
た
。
恒
例
の
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
の
景
品
も
例
年

に
比
べ
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
、

テ
レ
ビ
も
見
ら
れ
る
ポ
ー
タ

ブ
ル
D
V
D
プ
レ
ー
ヤ
ー
な

ど
も
あ
り
、
リ
ー
チ
、
ビ
ン

ゴ
の
掛
け
声
の
度
に
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。

　
余
興
で
は
後
楽
寮
の
幸
運

に
も
1
万
円
の
商
品
券
を
当

て
た
内
モ
ン
ゴ
ル
出
身
の
留

学
生
は
迫
力
の
あ
る
馬
頭
琴

を
演
奏
し
て
喝
采
を
浴
び
、

女
子
留
学
生
の
バ
イ
オ
リ
ン

演
奏
、
内
モ
ン
ゴ
ル
出
身
の

女
性
は
民
族
衣
装
で
故
郷
の

民
謡
を
披
露
し
た
。

　
昨
年
秋
か
ら
の
ギ
ク
シ
ャ

　
2
月
13
日
6
時
か
ら
目
黒

区
総
合
庁
舎
1
階
レ
ス
ト
ラ

ン
で
、
中
国
報
道
機
関
東
京

支
局
の
皆
さ
ん
、
当
協
会
、

日
中
友
好
目
黒
区
職
員
の

会
、
日
中
友
好
目
黒
区
議
員

連
盟
の
皆
さ
ん
総
勢
70
人
近

く
が
参
加
し
て
恒
例
の
春
節

自
己
紹
介
を
ま
じ
え
た
日
本

語
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
上
海

の
大
学
で
日
本
語
を
教
え
て

い
る
女
性
も
い
た
。

　
恒
例
の
沢
山
景
品
を
用
意

し
た
マ
ー
ジ
ャ
ン
・
ビ
ン
ゴ

大
会
は
盛
り
上
が
り
、
和
や

か
な
ひ
と
と
き
だ
っ
た
。
終

わ
り
は
、
歩
い
て
ニ
、
三
分

の
と
こ
ろ
に
あ
る
「
周
恩
来

こ
こ
に
学
ぶ
」
の
碑
を
見
学

し
て
散
会
し
た
。

交
換
、
日
中
語
で
そ
れ
ぞ
れ

が
会
話
交
流
を
楽
し
ん
だ
。

　
今
年
は
趣
向
を
換
え
日
中

友
好
会
館
留
学
生
事
業
部
の

ご
好
意
で
留
学
生
に
よ
る
歌

と
ウ
イ
グ
ル
民
踊
の
披
露
が

あ
り
、
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
い

る
日
中
問
題
な
ど
吹
き
飛
ば

さ
ん
ば
か
り
。
会
場
は
終
始

活
気
溢
れ
る
雰
囲
気
で
す
。

8
時
近
く
、
職
員
の
会
伊
藤

会
長
の
一
本
締
め
で
、
今
年

の
盛
大
だ
っ
た
春
節
を
祝
う

会
は
幕
を
下
ろ
し
た
。

　
春
ま
だ
浅
き
節
分
の
2
月

3
日
、
当
日
は
豊
島
区
の
区

政
80
周
年
記
念
行
事
と
も
重

な
り
会
場
を
池
袋
の
中
華
料

理
店
に
移
し
「
春
節
を
祝
う

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
豊
島
区
日
中
創
立

25
周
年
で
も
あ
り
、
長
年
に

わ
た
り
料
理
を
作
り
続
け
て

き
た
女
性
部
の
面
々
に
も
、

ゆ
っ
く
り
と
座
っ
て
パ
ー

テ
ィ
の
食
事
を
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
料
理
店
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

　
秋
元
区
日
中
会
長
、
里
中

区
日
中
議
連
会
長
の
挨
拶
、

ご
来
賓
の
水
島
副
区
長
、
宇

都
宮
都
日
中
会
長
に
お
祝
辞

を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
都
議
会
議
員
、
区
議

会
議
員
の
紹
介
の
後
、
堀
口

区
日
中
顧
問
の
「
乾
杯
」
の

発
声
で
開
会
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
全
員
が
着
席
と
い

う
事
で
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

で
会
食
が
進
み
、
参
加
者
た

ち
の
笑
顔
や
談
話
が
幾
つ
も

の
テ
ー
ブ
ル
で
弾
ん
で
い
ま

し
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
も
入

り
、
お
腹
も
膨
ら
ん
で
き
た

頃
に
恒
例
の
お
楽
し
み
福
引

抽
選
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

区
日
中
会
長
賞
、
副
会
長

賞
、
区
日
中
議
連
会
長
賞
の

景
品
が
抽
選
さ
れ
、
ク
ジ
運

の
強
い
の
は
誰
か
分
か
っ
て

し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　
抽
選
会
の
終
わ
る
頃
合
い

を
見
計
ら
っ
て
、
植
竹
区
日

中
副
会
長
の
謝
辞
と
来
年
の

「
春
節
を
祝
う
会
」
の
再
会

を
期
し
て
、
今
年
の
パ
ー

テ
ィ
も
無
事
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。（
天
沼
友
一
）

ク
し
た
日
中
関
係
が
ウ
ソ
の

よ
う
に
交
流
を
深
め
、
皆
川

誠
一
副
会
長
の
閉
会
挨
拶
で

和
や
か
に
幕
を
閉
じ
た
。

新
年
好
！
春
節
好
！

北
区
日
中

目
黒
区
日
中

豊
島
区
日
中

渋
谷
区
日
中

練
馬
区
日
中

を
祝
う
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
有
座
会
長
に
は
じ
ま
り
青

木
目
黒
区
長
、
伊
藤
区
議
会

議
長
、
坂
田
都
日
中
副
理
事

長
、
中
国
側
を
代
表
し
て
張

法
制
日
報
東
京
支
局
長
が
そ

れ
ぞ
れ
挨
拶
に
立
っ
た
。

　
坂
田
都
日
中
副
理
事
長
は

昨
年
来
の
日
中
間
問
題
は
、

い
ま
こ
そ
民
間
交
流
な
く
し

て
友
好
な
し
と
い
う
自
信
を

も
っ
て
交
流
活
動
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
と
挨
拶
。 

日

中
議
連
の
二
ノ
宮
会
長
の
乾

杯
で
懇
談
に
入
っ
た
。

　
春
節
祝
い
に
欠
か
せ
な
い

餃
子
や
和
洋
中
華
入
り
交

じ
っ
て
の
立
食
で
、
名
刺
を

　
日
中
女
性
新
春
の
集
い
が

2
月
16
日
に
新
橋
亭
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
例
年
同
様

に
、
会
員
や
家
族
友
人
や
中

国
の
方
の
参
加
が
60
名
を
超

え
、
常
務
副
会
長
古
島
琴
子

さ
ん
の
開
会
の
挨
拶
で
始
ま

り
ま
し
た
。
当
日
は
、
中
国

の
春
節
を
祝
い
、
日
中
友
好

の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
っ

て
、
中
国
大
使
館
参
事
官
で

も
あ
る
汪
婉
中
国
大
使
夫

人
、
呂
新
鋒
書
記
官
を
は
じ

め
各
界
で
活
躍
さ
れ
て
い
る

方
々
が
、
来
賓
と
し
て
ご
参

加
下
さ
い
ま
し
た
。

　
汪
婉
大
使
夫
人
は
「
旧
正

月
を
迎
え
る
時
期
で
す
が
、

昨
年
よ
り
日
中
両
国
関
係
が

厳
し
く
、
新
し
い
年
も
改
善

の
見
通
し
は
ま
だ
立
ち
ま
せ

ん
が
、
民
間
交
流
に
携
わ
る

方
々
の
力
で
前
進
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
さ

れ
、
渋
谷
区
の
中
学
生
と
北

京
の
中
学
生
が
相
互
に
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
す
る
中
で
「
中

国
の
人
は
付
き
合
う
と
普
通

の
人
だ
。」「
日
本
は
と
て
も

い
い
国
だ
。」
と
語
っ
て
い

た
話
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

　
都
日
中
会
長
夫
人
宇
都
宮

好
美
さ
ん
の
乾
杯
の
後
、
賑

や
か
に
懇
談
の
花
が
咲
き
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
、
若
林
千
恵
子
さ

ん
の
合
唱
グ
ル
―
プ
8
名
の

方
々
が
美
し
い
歌
声
で
、
日

中
両
国
の
う
た
を
聞
か
せ
て

下
さ
い
ま
し
た
。
最
後
に
日

本
の
唱
歌
の
「
花
」
を
全
員

で
合
唱
し
、
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。
ミ
ニ
バ

ザ
ー
も
、
完
売
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
来
年
の
会
を

楽
し
み
に
、
今
年
一
年
日
中

友
好
の
た
め
に
、
一
人
ひ
と

り
が
出
来
る
こ
と
を
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
と
誓
っ
て
会
を

閉
じ
ま
し
た
。

友
好
協
会
」
片
岡
健
理
事
長

が
挨
拶
さ
れ
、「
中
国
残
留

孤
児
問
題
全
国
協
議
会
」
の

香
山
磐
根
会
長
の
音
頭
で
乾

杯
し
祝
宴
と
な
っ
た
。

　
舞
台
で
は
、
特
別
ゲ
ス
ト

の
「
た
け
し
」
さ
ん
の
賑
や

か
な
「
瓢
箪
笛
」
の
演
奏
が

始
ま
り
、
中
国
舞
踊
が
「
自

由
の
森
学
園
中
国
舞
踊
部
」

の
皆
さ
ん
に
よ
り
演
じ
ら
れ

た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
同

歩
会
員
に
よ
る
楽
し
い
歌
声

の
他
、
外
部
の
友
好
団
体
と

し
て
「
港
区
日
本
語
教
室
」

　
2
月
2
日
正
午
か
ら
公
園

通
り
の
東
武
ホ
テ
ル
で
春
節

の
つ
ど
い
を
行
な
い
1
3
0

名
の
方
々
が
出
席
さ
れ
た
。

　
冒
頭
、
松
岡
会
長
か
ら

「
昨
年
は
、
日
中
関
係
は
厳

し
か
っ
た
が
、
粛
々
と
活
動

を
お
こ
な
っ
て
き
た
」
と
い

う
挨
拶
、
来
賓
と
し
て
出
席

さ
れ
た
桑
原
区
長
か
ら
「
渋

谷
区
で
は
毎
年
中
学
生
を
北

京
へ
派
遣
し
て
い
る
。
北
京

で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
友
好

交
流
に
役
立
っ
て
い
る
」
と

の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
前
田
区
議
会
議
長
、
都
日

中
宇
都
宮
会
長
、
中
国
大
使

館
孫
永
剛
一
等
書
記
官
や
多

く
の
日
中
友
好
議
連
の
皆
さ

ん
の
出
席
が
あ
っ
た
。
村

上
・
大
津
都
議
会
議
員
も
祝

辞
を
の
べ
ら
れ
た
。

　
出
し
物
と
し
て
、
長
拳
隊

の
獅
子
舞
や
武
術
の
表
演
、

坂
井
英
二
さ
ん
の
古
武
道
の

「
小
松
川
愛
心
会
」「
新
宿

友
の
会
」
の
皆
さ
ん
の
舞

踊
・
独
唱
・
楽
器
演
奏
と

「
光
が
丘
華
栄
会
」の
太
極
拳

演
技
な
ど
、
舞
台
い
っ
ぱ
い

に
埋
め
、
会
場
は
歌
声
と
大

き
な
拍
手
で
沸
き
返
っ
た
。

　
四
時
過
ぎ
会
場
内
全
員
で

恒
例
の
「
秧
歌
」
を
歌
い
踊

り
な
が
ら
場
内
を
一
周
、
志

村
亜
新
同
歩
会
副
会
長
の
閉

会
挨
拶
で
幕
を
閉
じ
た
。

　
千
代
田
区
日
中
友
好
協
会

（
田
邊
恵
三
理
事
長
）で
は
総

会
を
兼
ね
た
「
新
春
の
つ
ど

い
」
を
、
2
月
9
日
、
中
国

の
大
晦
日
に
あ
た
る
春
節
前

日
に
、
神
田
・
新
世
界
菜
館

で
開
催
し
た
。
当
日
は
例
年

ど
お
り
、
中
国
人
留
学
生
12

人
を
お
呼
び
し
て
、
中
国
の

春
節
と
日
本
の
新
春
を
祝
っ

て
千
代
田
日
中
会
員（
二
十

数
名
）と
共
に
、
中
華
料
理

を
味
わ
い
な
が
ら
打
ち
解
け

た
交
流
の
輪
を
深
め
た
。

　
冒
頭
田
邊
理
事
長
や
顧
問

の
石
川
雅
己
千
代
田
区
長
、

共
立
女
子
学
園
の
石
橋
義
夫

学
園
長
、
石
渡
伸
幸
・
山
田

永
秀
両
副
理
事
長
等
の
挨
拶

が
あ
り
、
中
国
人
留
学
生
を

励
ま
し
歓
迎
し
た
。

　
中
国
人
留
学
生
側
か
ら
も

表
演
、
広
尾
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
の
合
唱
の
あ
と
、
後
楽
寮

芸
術
団
の
出
し
物
は
と
く
に

素
晴
ら
し
か
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
上
海
の
歌
手
陽

二
蓮
さ
ん
の
歌
、
中
国
残
留

婦
人
と
し
て
帰
国
し
て
30
年

目
を
迎
え
ら
れ
る
歌
手
の
吉

崎
つ
ね
子
さ
ん
も
特
別
出
演

さ
れ
た
。
吉
崎
さ
ん
は
帰
国

当
時
広
尾
合
唱
団
の
訪
中
に

協
力
さ
れ
る
な
ど
渋
谷
区
日

中
と
関
係
の
深
い
方
。
最
後

に
坂
田
理
事
長
の
閉
会
の
挨

拶
で
終
わ
り
ま
し
た
。
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「
二
〇
一
三
年 

日
中
女
性
新
春
の
集
い
」開
催

「
二
〇
一
三
年 

日
中
女
性
新
春
の
集
い
」開
催


